
 

 

  

子どもたちの様子と今月のねらい 

3歳児 うさぎ組 

 夏季休業中、ほしグループの子どもたちは、年中長組のお兄さん・お姉さんと遊ぶ機会が増

え、嬉しそうな表情を浮かべていました。おひさまグループの子どもたちからは、始業式に夏の

生活の様子を聞くのを楽しみにしています。いよいよ２学期が始まります。9月１週目まではみ

んなでプールに入り、水の気持ちよさをこれまで以上に感じられるようにしていきます。また、

気候に応じて、園庭に出て保育者と一緒に走ったり、遊具を使って遊んだりし、体を動かして遊

ぶ楽しさも感じられるようにしていきます。 

＜今月のねらい＞ 

〇自分のやりたい遊びを見付け、保育者や他の幼児と楽しむ。 

〇保育者や他の幼児と一緒に、体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

○生活のリズムを取り戻し、自分でできる身支度は自分でやってみようとする。 

＜家庭との連携＞ 

夏季休業や夏の生活を終え、新学期が始まります。体調を崩さぬよう、生活リズムを整え

て、早めの就寝を心がけましょう。新学期開始にあたり不安な様子も見られるかもしれませ

ん。気になることがあれば気軽に担任までご相談ください。 

4歳児 くま組 

 本日より 2学期が始まりました。みなさんどのような夏休みでしたか？『なつのきろく』や子ど

もたちからの思い出話を楽しみにしています。ほしグループの子どもたちは、年長児や年少児と一緒

に過ごしました。年長児からの刺激を受けて、やってみようとする姿もありました。 

９月上旬はプール遊びを通して水の中で動く心地よさを感じられるようにしていきます。また、気

候に応じて戸外で、友達と一緒に思い切り体を動かして走ったり、いろいろな運動遊びをしたりして、

体を動かして遊ぶことが楽しいと思えるようにしていきます。 

＜今月のねらい＞ 

○興味や関心をもって自分から関わり、様々な遊びを楽しむ。 

○友達との関わりを楽しみながら、自分の思いを言葉や動きに出して遊ぶことを楽しむ。 

○戸外で友達と一緒に体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

○園での生活の仕方を思い出し、自分から取り組もうとする。 

＜家庭との連携＞ 

９月からおひさまグループ（短時間）の降園時間が１４時００分になります。それに伴い、ほしグ

ループ（長時間）のお昼寝時間も変わります（１４時００分～１５時）。活動時間が長くなり、夏の疲

れも出てくる時期です。ご家庭ではゆっくり休み、体調を整えるようにしましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5歳児 ぞう組 

夏休みが開け、２学期が始まります。どのような夏休みを過ごされましたか？夏季休業中、ほ

しグループの子どもたちは、水遊びやプール遊びを繰り返し楽しみました。 

９月前半も引き続き、水遊びやプール遊びを楽しんでいきます。残暑が続くときには、ホール

や涼しい時間の園庭を活用し、体を動かして遊ぶ機会もつくっていきます。そして、友達と一緒

に体を動かす楽しさや、気持ちを合わせる楽しさを感じられるように援助していきます。年長組

として、必要なことに自分たちで気付いて進めようとする姿も支えていきたいと思います。 

＜今月のねらい＞ 

〇自分の思いや考えを伝えたり、相手の思いや考えを聞いたりしながら、友達と一緒に遊び

を進める楽しさを味わい、つながりを感じる。 

○友達と一緒に体を動かして遊ぶ楽しさを感じ、繰り返し取り組んだり、挑戦したりする。 

○１日の生活の流れに見通しをもち、自分たちで生活を進めようとする。 

＜家庭との連携＞ 

今月は、いろいろな運動遊びに取り組んでいきます。お子さんから楽しかったことや頑張って

いること等、話を聞いてみてください。その中で、頑張る姿を励ましたりして認めたりする関わ

りを大切にしていきましょう。また、暑さが残る中での活動で、疲れも出てくると思います。ご

家庭でも十分な休養をとってくださいね。 

ほしグループ 長時間保育 

 長いようで短い夏休みが明けました。ほしグループの子どもたちは、夏休みの間に友達や他学

年の子どもたちから刺激を受け、元気いっぱい過ごすことができました。また、収穫したての夏

野菜を食べたり、たくさんプール活動や水遊びをしたりと、夏ならではの体験をたくさん楽しむ

ことができました。大きな事故や怪我がなく、一人ひとりが楽しい夏を過ごせたことを嬉しく思

います。 

 いよいよ、いろいろな楽しい行事のある２学期が始まります。気候もよくなり、どの学年も今

まで以上に、体を動かす機会も増えていきます。日中に頭も体もたくさん動かす分、夕方は疲れ

が見られたり、気持ちが落ち着かなくなったりすることが予想されます。長時間保育では、一人

ひとりがゆったりとやりたい遊びをして過ごし、明日への元気とパワーを蓄えていける時間に

していきます。 


